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（2009 年 2 月 23 日掲載） 

 

No.102 「経済連携協定に係る外国人介護福祉士の受入れ」について述べよ。 

 
項目 概要 

【１】 経緯 ■経済連携協定（EPA）は，2国間の物品，人等の自由な移動を促進し，双方の経済活

動の連携を強化することを目的としたものである。その枠内で外国人介護福祉士候補

者について，特例的に受入れを行うこととされている。EPAに基づいて，2008年からイン

ドネシア人看護師・介護福祉士候補者が入国し，2009年にはフィリピン人看護師・介護

福祉士候補者が受け入れられる予定である。 

①インドネシア 

・2007年8月20日 協定署名 

・2008年5月16日 日本の国会において協定承認 

・2008年7月1日 協定発効 

・2008年8月 候補者の入国（その後，日本語研修等を実施中） 

 

②フィリピン 

・2006年9月9日 協定署名 

・2006年12月6日 日本の国会において協定承認 

・2008年10月8日 フィリピン上院において協定承認 

・2008年12月11日 協定 

【２】 今後の受入れ (1) フィリピン 

日本・フィリピンEPAに基づく介護福祉士候補者の受入れは，日本・インドネシアEPAと

ほぼ同じ枠組みで行われる。 

・ 「就労コース」（介護施設で実務経験を積んで国家資格取得を目指すコース） 

・ 介護福祉士養成施設で就学して国家資格取得を目指す「就学コース」 

2009年度における受入れ人数は，就労コース250名，就学コース50名が予定されてい

る。 

① 就労コース（2008年度のインドネシア人候補者受入れからの主な変更点） 

2008年度の受入れ状況等を踏まえ，受入れ機関及び候補者双方の情報の提供範囲の

拡大，受入れ機関が希望した場合の受入れ希望機関と候補者の面談の実施等マッチン

グ方法の改善が行われる。 

② 就学コース 

以下の要件を満たすことを前提として，介護福祉士候補者は，日本語研修を経て，介護
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福祉士養成施設において必要な知識・技術を習得することとしている。 

a 候補者の要件 

フィリピンにある4年制以上の高等教育機関を卒業した者 

b 受入れ機関（介護福祉士養成施設）の主な要件 

・養成課程が昼間課程であること 

・適切な教育の体制が整備されていること 

・（社）介護福祉士養成施設協会による卒業時共通試験を実施し，低得点者に対し，補

習，再試験等の措置を採っていること 

③ 今後の予定（初年度の受入れ） 

a 就労コース 

・2009年1月 受入れ機関及び候補者の募集 

・2009年4月 雇用契約の締結 

・2009年4月下旬～5月上旬 候補者の入国（日本語研修受講等） 

・2009年秋頃 就労・研修開始 

b 就学コース 

・2009年6月頃 受入れ機関及び候補者の募集 

・2009年9月 入学許可書の署名 

・2009年10月上旬頃 候補者の入国（日本語研修受講） 

・2010年4月 就学開始 

 

(2) インドネシア 

① 受入れ人数 

2009年度におけるインドネシア人介護福祉士候補者は，2008年度104名の介護福祉士

候補者が入国したことから，496名を上限として受け入れる予定とされている。 

② 2008年度の受入れからの主な変更点 

2008年度のインドネシア人介護福祉士候補者は看護学校卒業者等に限られていたが，

これに加えて，2009年からは，インドネシアにおける介護福祉士の資格認定制度が創設

されることから，この認定を受けた者が新たに候補者として入国する予定である。なお，

マッチング方法について，フィリピンと同様に改善を行うこととされている。 

③ 今後の予定（2年目の受入れ） 

・2009年3月頃 受入れ機関及び候補者の募集 

・2009年7月頃 雇用契約の締結 

・2009年7月頃 インドネシアにおける日本語研修受講 

・2009年11月頃 候補者の入国（日本語研修受講等） 

・2010年1月頃 就労・研修開始 
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【３】2008年度入国した

インドネシア人介護福

祉士候補者 

■2008年8月に入国したインドネシア人介護福祉士候補者は，日本語研修及び介護導 

入研修を終え，2008年1月29日から受入れ施設において就労・研修を開始した。なお,日

本語研修を免除された3名の介護福祉士候補者は，2008年9月から受入れ施設におい

て就労・研修を開始している。 

■受入れ施設における就労・研修の開始後は，これらが適切に行われるよう，国際厚生

事業団による巡回指導，インドネシア語による電話相談等を実施されるが，これに加

え，受入れ施設における効果的な支援方策に係る事例の収集・提供，受入れ施設間の

情報交換機会の提供等を行うことが検討されている。 

■各都道府県においては，「経済上の連携に関する日本国とインドネシア共和国との間

の協定に基づく看護及び介護分野におけるインドネシア人看護師等の受入れび実施に

関する指針」（2008年厚生労働省告示第312号）に照らし，候補者の就労・研修状況等に

閲し不適切と思われる事例を把握した場合には，厚生労働省に通知することとされてい

る。 

【４】 その他の国との

EPA 

(1) タイ 

2007年11月1日に協定が発効し，介護福祉士については，「介護福祉士の受入れの可

能性について，協定発効後可能な場合1年以内，遅くとも2年以内に結論に達することを

目的に交渉を開始する」旨が盛り込まれ，継続協議となっている。 

 

(2) ベトナム 

2008年12月25日に両国間で署名され，介護福祉士については，タイと同様，「介護福祉

士の受入れの可能性について，協定発効後可能な場合1年以内，遅くとも2年以内に結

論に達することを目的に交渉を開始する」こととされている。 

 

（参考）厚生労働関係部局長会議資料 
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